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第５学年理科学習指導案 

日 時 平成２５年１０月２２日（火）２校時 

場 所 盛岡市立永井小学校 理科室 

児 童 男子１８名 女子１８名 計３６名 

指導者 鷹觜 達 

 

１ 単元名 ふりこのきまり（東京書籍Ｐ８６～９５） 

 

２ 単元の目標と評価規準 

（１）単元の目標 

ふりこの簡易実験を行い、ふりこの１往復する時間は、どうすると変えることができるかに興

味を持ち、計画的に、条件を制御しながら、定量的に調べることができるようにする。また、ふ

りこの性質を利用したものづくりを行い、ふりこのきまりについて考えることができるようにす

る。 

（２）単元の評価規準 

自然事象への 

関心・意欲・態度 

・ふりこのふれ方のきまりについて興味を持ち、進んでふりこを作って調べよ

うとする。 

・ふりこのきまりを利用したものづくりに興味をもち、進んでつくろうとする。 

科学的な 

思考・表現 

・ふりこの１往復する時間の問題について、調べる条件に着目して実験の計画

を立て、ふりこのきまりについて自分の考えを表現することができる。 

・実験結果から、ふりこが１往復する時間のきまりを考え、自分の考えを表現

することができる。 

観察・実験の 

技能 

・調べる条件と同じにする条件を制御しながら定量的に調べ、結果を記録する

ことができる。 

・ふりこのきまりを利用して、くふうしてものづくりをすることができる。 

自然事象につい

ての知識・理解 

・ふりこが１往復する時間は、ふりこの長さによって変わることを理解する。 

（３）単元における言語活動 

ふりこが１往復する時間のきまりについて、調べる条件と同じにする条件を考えながら実験し、

その実験結果をもとに図と言葉を使って説明する。 

 

３ 単元について 

（１）子どもの実態 

児童は、授業に集中して取り組める子が多いが、自分の考えに自信が持てず発表をしたがらない

子も多い。理科の学習においては、実験や観察は意欲的に行うが、自分の経験や既習事項を基にし

て予想することが得意でない子が多い。また、実験結果から物事の法則性をまとめたり、わかった

ことを理科的用語を使って友達にわかりやすく伝えたりすることも苦手である。 

（２）教材について 

   本単元で扱う振り子の運動は、学習指導要領には以下のように位置づけられている。 

第５学年 Ａ物質・エネルギー  

（１） おもりを使い、おもりの重さや糸の長さを変えてふりこの動く様子を調べ、振り子の運

動の規則性についての考えを持つことができるようにする。 

ア 糸につるしたおもりが１往復する時間は、おもりの重さなどによっては変わらないが、

糸の長さによって変わること。 

このことを受けて、本単元では、振り子の運動の規則性について興味・関心を持って追及する

活動を通して、振り子の運動の規則性について条件を制御して調べる能力を育てるとともに、そ

れらについての理解を図り、振り子の運動の規則性についての見方や考え方を持つことができる

ようにしていく。 
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また、振り子の運動の変化に関係する条件として、児童が想定するものとしては、おもりの重

さ、糸の長さ、振れる幅が考えられる。ここでは、糸におもりをつるし、おもりの重さ、振れる

幅、または糸の長さを変えながら、おもりの 1往復する時間を測定する。それらの測定結果から、

糸につるしたおもりの 1往復する時間は、おもりの重さなどによって変わらないが、糸の長さに

よって変わることをとらえさせるようにする。 

＜教材の関連と発展＞ 

 

 

（３）指導について 

この単元においては、糸の長さや振れ幅を一定にしておもりの重さを変えるなど、変える条件と

変えない条件を制御して実験を行うことによって、実験結果を適切に処理し、考察することができ

るようにしたい。さらに、実験を複数回行い、その結果を処理する際には、算数科の学習と関連付

けて適切に処理するようにしたい。 

また、科学的根拠を持って予想し、実験方法を自分たちで考えさせることにより、課題解決の意

欲を高めるとともに、科学的な見方や考え方を身につけさせたい。また、実験結果をグループごと

に、図と言葉を使ってまとめさせ発表させることにより、一人一人の学習への参加意欲を高め、相

手意識をもち、より相手に伝わりやすい言葉で説明しようとする意識をもたせたい。 

 

４ 単元の指導計画と評価計画（全９時間） 

次 時 主な学習活動と学習内容 評価規準 主な言語活動 

１ ふりこのふれ方にはどんなきまりがあるか 

ふりこの簡易実験を行い、ふりこの１往復する時間は、どうすると変えることができるかに

興味を持ち、計画的に、条件を制御しながら、定量的に調べることができるようにする。 

１ １ テンポふりこの活動をも

とに、ふりこの１往復する

時間は、どうすると変える

ことができるかを考える。 

□関  ふりこのふれ方のき

まりについて興味をも

ち、進んでふりこを作っ

て調べようとする。 

・ ふりこのふれ方の

違いについて考え

る。 

２  調べる条件に着目して、

実験の計画を立てる。 

□思  ふりこの１往復する

時間の問題について、調

べる条件に着目して実

験の計画を立て、ふりこ

のきまりについて自分

の考えを表現すること

ができる。 

・ ふりこの１往復す

る時間は、何によっ

て変わるかを予想

して、実験の計画を

立てる。 
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３  ふりこの１往復する時間

が、おもりの重さによって

変わるかを調べ、結果を表

やグラフに整理する。 

□技  調べる条件と同じに

する条件を制御しなが

ら定量的に調べ、結果を

記録することができる。 

 

・ 条件の制御に注意

しながら、正しい手

順で実験を行い、結

果を記録し、表やグ

ラフに整理する。 ４ ふりこの１往復する時間

が、ふりこの長さによって

変わるかを調べ、結果を表

やグラフに整理する。 

５  ふりこの１往復する時間

が、ふれはばによって変わ

るかを調べ、結果を表やグ

ラフに整理する。 

６
（
本
時
） 

 

実験の結果をもとにふり

このきまりについてまとめ

る。 

□思  実験結果から、ふりこ

が１往復する時間のき

まりを考え、自分の考え

を表現することができ

る。 

□知  ふりこが１往復する

時間は、ふりこの長さに

よって変わることがわ

かる。 

・ 実験結果を、図と言

葉を使ってまとめ、

発表する。 

２ ふりこのおもちゃをつくろう 

ふりこの性質を利用したものづくりを行い、ふりこのきまりについて考えることができるよ

うにする。 

２ １ 

２ 

 ふりこを利用したものづ

くりを行う。 

□関  ふりこのきまりを利

用したものづくりに興

味を持ち、進んでつくろ

うとする。 

□技  ふりこのきまりを利

用して、くふうしてもの

づくりをすることがで

きる。 

・ 完成予想図、準備す

るものなどを考え

る。 

・ 動きのおもしろさ

を考えながら、もの

づくりをする。 

３  ふりこのきまりについ

て、学習したことをまとめ

る。 

□知  ふりこが１往復する

時間は、ふりこの長さに

よって変わることがわ

かる。 

・ ふりこのきまりに

ついて学習したこ

とを活用して考え、

説明する。 
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５ 本時について 

（１）本時の目標 

   実験結果から、ふりこが１往復する時間は、ふりこの長さによって変わることがわかる。 

（２）本時の評価規準 

観点 評価規準（Ｂ） 評価方法 （Ｂ）を実現していない 

児童への手立て 

思考・

表現 

 実験結果から、ふりこが

１往復する時間のきまり

を考え、自分の考えを表現

することができる。 

・ノート 

 

 

 ふりこが１往復する時間

は、何を変化させたときに変

わったのかを確認して、ふり

この長さによって変わると

考えられるように、助言・援

助する。 

知識・

理解 

ふりこが１往復する時

間は、ふりこの長さによっ

て変わることがわかる。 

・挙手 

・発言 

・ノート 

 ふりこが１往復する時間

のデータとその時の条件を

確認するなどの、助言・援助

を行う。 

（３）本時の展開 

段

階 

学習活動 指導上の留意事項 

  評価（◇） 言語活動（＊） ＜形態＞ 

導

入 

 

 

 

 

５

分 

１ 学習課題を設定する。 

ふりこの１往復する時間は、何によって

変わるのだろうか。 

 

２ 学習の見通しをもつ。 

○ 「おもりの重さ」「ふりこの長さ」「ふれは

ば」の結果をまとめ、考察する。 

○ 自力解決の時間の目安を予告する。 

 

 

 

 

○ 前時までに行った「おもりの重さ」「ふり

この長さ」「ふれはば」についての、実験

結果の図やグラフを使って考えることを

確認する。 

展

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 自分の考えをもつ。 

○ ふりこの１往復する時間は何によって変

わるか、言葉でまとめる。 

・ ふりこの重さを変えても 1 往復する時間

は変わらない。 

・ ふりこの長さを変えると 1 往復する時間

が変わる。 

・ ふりこのふれはばを変えても 1 往復する

時間は変わらない。 

・ だから、ふりこの 1往復する時間は、長さ

によって変わる。 

○ ふりこの１往復する時間は何によって変

わるか、グループでまとめる。 

・ ふりこの 1往復する時間は、長さによって

変わる。 

４ 互いの考えを交流する。 

○ ふりこの１往復する時間は何によって変

わるか、話し合う。 

・ ふりこの 1往復する時間は、ふりこの長さ

によって変わる。 

・ グラフを見ると、重さと振れ幅による違い

には規則性がないので、「変化」ではなく

 

＊ 実験データのグラフからわかることを、

ノートにまとめる。     ＜個人＞ 

○ １つ１つの実験の結果についてまとめさ

せる。 

○ まとめ方がわからないでいる子には、ヒ

ントカードを配る。 

 

 

 

 

○ 結果からわかったことをまとめさせる。 

◇ ふりこの 1 往復する時間は、何によって

変わるか、言葉でまとめることができる。                 

＜グループ＞ 

 

 

 

 

 

○ 実験データのグラフの変化を「誤差」とと

らえるか、「違い」ととらえるか、十分に
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３

０

分 

「誤差」とみるべきである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ふりこの長さを長くすると、1往復する時

間が長くなる。 

考えさせる。 

○ 明らかに規則性を持って変化している「長

さ」のグラフと、ほかの二つのグラフとを

比較し、違いに気づかせる。 

＊ 発表を聞き、ふりこの１往復する時間は

何によって変わるか、意見の交流をする。 

                ＜全体＞ 

◇ ふりこの 1 往復する時間は、ふりこの長

さによって変わり、ほかの条件では変化

しないことがわかる。    （発言） 

○ 「ふりこの長さ」の実験データから、ふり

この長さを変えると 1 往復する時間がど

のように「変わる」かまで、とらえられる

ようにさせる。 

終

末 

 

 

 

 

 

 

１

０

分 

５ 自分の考えをまとめる。 

 

ふりこの１往復する時間は、長さによ

って変わり、重さやふれはばによっては

変わらない。 

   ふりこの長さが長いほど、ふりこの１

往復する時間は長くなる。 

 

６ 学習を振り返る。 

○ 今日の学習を振り返って発表する。 

 

 

○ 自分の言葉でまとめさせる。 

◇ ふりこの 1 往復する時間は、ふりこの長

さによって変わり、ふりこの長さが長い

ほど１往復する時間が長くなることがわ

かる。         （ノート） 

 

 

 

○ 今日の学習で分かったことやがんばった

ことなどを発表させる。 

（４）板書計画 

各班の重さの実験の図 

 

 

各班の長さの実験の図 

 

 

各班のふれはばの実験の図 
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課題 

  ふりこの１往復する時間は、何によって変わ

るのだろうか。 

 

見通し 

・「重さ」「長さ」「ふれはば」の結果をまとめ、考

察する。 

まとめ 

 

ふりこの１往復する時間は、長さによって変 

わり、重さやふれはばによっては変わらない。 

  ふりこの長さが長いほど、ふりこの１往復す

る時間は長くなる。 

班ごとのまとめシート 

 


